
凍結検体の移送(持込み・持ち出し)について 

受精卵凍結の増加に伴い、転居などを理由に受精卵や配偶子（精子・卵子）の移送が増えています。 

凍結受精卵や配偶子の移送は国内であれば比較的容易に行えるようになってきましたが、移送することによる損傷

や紛失、取り違えなどのリスクが考えられます。そのため、一般的な宅配業者では凍結検体の移送を行うことはでき

ません。 

当院では専門の輸送業者を通して移送することを推奨しておりますが、近郊であれば患者さまご自身で行うことも 

可能です。なお、移送に伴う様々なリスクについて当院では一切の責任を負いかねます。 

また、PGT-A、PGT-SRを実施した受精卵は持ち出しできません。 

他施設から当院へ胚移送後すぐに移植をご希望される場合、移送が完了してから移植周期に入る方が好ましく、 

おすすめしております。ご理解のうえ、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

移送に関して同意書のやり取り、リスクの説明、費用やスケジュールの説明、移送先の病院の確認、移送タンクの取り

扱いの説明などそれぞれの部門のスタッフと対面で行う必要があるため、遠方にお住まいの方や海外にお住まいの

方も必ずご来院の上診察を受けて頂く事が必須です。 

なお移送に関する相談についてはオンライン診療を行っておりません。 

 

凍結検体の移送をご希望される方は、事前に移送同意書の提出が必要となります 

同意書を医師より受取りいただくため、診察予約をお取りください 

 

同意書提出後に培養士面談を行っていただきます(同日可能) 

面談可能日時 火・水・金 15:00～17:00 

 

事前に下記の項目をご確認ください 

1. 移送手段 

専門業者へ依頼…ご自身で手配をお願いします。（3～4ページに業者の案内がございます。） 

ご自身で移送…手配の必要はありません。 

※移送用タンク内に液体窒素が充填されているため公共の交通機関は、利用できません。 

2. 移送日時 

移送当日の対応は基本的に平日午後となります。日曜・祝日はお受けできません。 

3. 当院・他院・または業者からの移送用タンク貸し出しの有無 

4. 移送元もしくは移送先の連絡先と担当者名専門業者を利用する場合の会社名 

5. 移送の所要時間(ご自身で移送される場合のみ) 

 

03-5159-1101 
お電話の際「凍結検体輸送の件」とお伝えください。 
お電話は診療時間内にご連絡ください。 

 



費用について 

その他 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※費用は全て自費費用(税込み)です。 

※移送に業者を手配される場合は、別途費用が必要です。 

※取り違え防止・移送事故などの観点から持ち出しは推奨しておりません。 

※本数はケーン本数ではなく、胚を直接乗せて凍結するデバイスの本数を意味します。 

 

 

 

PGT-A・PGT-SRを実施した受精卵は持ち出しできません。 

凍結検体の持ち込みの際、下記の場合は当院ではお受けできません。ご注意ください。  

当院へ事前連絡なく移送した場合 

1. 凍結検体に、氏名などの検体を特定する情報の記載がない場合 

2. 海外からの移送において、税関当等の手続きが行われておらず当院で対処が必要となる場合 

3. 検体移送専門会社もしくはご自身での移送が難しい場合 

 

 

 

持ち込み 

凍結保存代 

持ち出し 

2年目以降の凍結保存更新 当院から移送(持ち出し)時の移送用用タンクの貸し出し 

    

項　目 費　用

胚 55,000円/1本

SEET液 11,000円/1本

精子 22,000円/1本

未受精卵 55,000円/1本

項　目 費　用

国内へ 受精卵・精子 55,000円/1本

国外へ 受精卵・精子 110,000円/1本

※液体窒素の費用が含まれています。

※必ず下記「その他」を確認ください。

項　目 費　用

精子・SEET液 11,000円/1本

受精卵・未受精卵 11,000円/1本

※初年度の凍結保存費用が含まれています。

※持ち込み時の移送用ドライシッパーの貸し出しは44,000円です。

国内から

国外から
精子・SEET液
受精卵・未受精卵

55,000円/1本
(11,000円/3本目～)

項　目 費　用

国内のみ 貸し出し費用
44,000円

(本数関係なし)

項　目 費　用

受精卵 55,000円/1本

精子 22,000円/1本

未受精卵 55,000円/1本

※毎年の更新が必要です。

※未受精卵は同一周期の本数となります。



輸送業者の紹介 

 

 

 

 

  株式会社 CryoSend(https://cryosend.com/)  

2,000件以上の輸送実績があります。配送はハンドキャリー(現地に出向いて、手渡し)サービスあり。 

国内外の輸送手配、輸出入に関わる手続き、書類作成のお手伝いをいたします。 

対応する移送距離や状況などにより異なりますので、直接お問い合わせください。  

 

問い合わせ：小笠原(担当者) 

℡：03-6214-2392 

Email：info@cryosend.com/ogasawara@cryosend.com 

移送費用：関東 4.5万円～、関西 10万円～ 

               アジア 30万円～、アメリカ 45万円～ 

 

 

 

  

 

https://cryosend.com/


輸送業者の紹介 

 

 

 

 

   グリーンエイト株式会社 (https://green8.co.jp)  

温度管理輸送のプロによる徹底サポート！ 

集荷から配達まで全てお任せください。 国内はもちろん国外への輸送も豊富な実績あり。 

輸出入手続きから、書類作成も全て込みのDoor to Doorサービスを提供。 

各患者様の専用 IATA認定容器にて、凍結胚、精子、卵子の輸送を、 

凍結クライオ温度帯(-196℃～)にて行います。 

 

問い合わせ：西、入江(担当者) 

Tel     ：03-6206-2657 

Email  ：info@green8.co.jp 

移送費用：(国内輸送)関東 4～5万円、近畿 5～7万円、九州 7～10万円 

               (国際輸送)アジア 43～48万円、アメリカ 35～48万円 

 

 

 


